
黒
口
家
の
家
鉄

黒
国
家
の
家
欲
は
本
来
、
た
に
二
橘
で
し
た
が
、
力
水
が
、
の
ら
、

こ
れ
を
次
め
、
藤
一色
を
創
始
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

力
水
が
分
吉
に
従
い
中
国
地
方
千
定
の
戦
い
で
、
毛
利
方
に
つ
い
て

い
た
荒
本
村
重
を
説
得
す
べ
く
伊
升
の
存
同
成
に
単
身
載
ヶ
さ
ん
だ

際
、
獄
に
業
が
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
出
閉
ヤ
、
藤
の
若
蔓
が
獄
合
の

相
を
伝
わ
っ
て
、
新
芽
を
吹
き
出
し
、
紫
の
花
を
咲
か
せ
、
力
水
に

木
水
の
瑞
祥
を
告
げ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
象
難
キ
薔
を
恙
れ
な

い
た
め
と
い
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
力
水
の
出
閉
は
約

一
年
に
及
ん
だ
が
、
こ
の
時
、
主
君
銭
ロ

信
長
は
力
水
が
毛
刹
方
に
寝
返
っ
た
も
の
と
思
い
、
人
質
と
し
て

預
か
つ
て
い
た
一
人
息
子
の
長
政
を
殺
す
よ
う
に
竹
中
半
兵
衛
に
命

じ
る
。
し
か
し
、
力
水
の
盟
友
半
兵
衛
は
長
政
を
殺
し
た
と
偽
り
の

報
告
を
し
、
長
政
の
命
は
助
か
っ
た
。
次
に
伝
え
る
説
話
も
そ
う
で

あ
る
が
長
政
の
幸
運
、
強
理
ぶ
り
を
現
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幸
運
の
鬼
の
由
未

慶
長
二
年

（
一
六
〇
〇
年
）
関
ヶ
源
戦
に
徳
川
ガ
の
先
陣
を
承
っ
た

黒
口
勢
は
、
旧
嗅
阜
市
の
来
、
合
波
川
に
生
出
し
た
。
逹
日
の
詢
で

増
水
し
た
の
を
家
臣
後
藤
ス
兵
衛
の
４
言
で
、
た
ヤ
、
強
行
漢
河
が

決
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
政
省
の
未
馬
が
先
頭
で
足
を
滑
ら
せ
、

危
う
く
河
ヤ
に
転
落
の
刹
那
、
川
辺
に
立
つ
神
の
枝
に
水
牛
の
鬼
の

皓
が
か
か
り
幸
理
に
も
難
を
４
け
る
こ
と
を
得
ま
し
た
。
こ
の
勢
い

に
黒
口
勢
の
士
気
が
あ
が
り
関
ヶ
原
天
下
分
け
日
の
戦
い
の
勝
利
に

人
い
な
る
役
割
を
来
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

兆
雲
神
社
琉
内
入
口
若
側
の
水
牛
の
鬼
像
は
、
こ
の
長
政
ダ

の
幸
運
に
あ
や
か
り
多
く
の
崇
敬
者
の
篤
恙
に
よ
り
製
作
、

本
献
さ
れ
た
も
の
で
す
。て

る

も

夭
丼

の
謡
鶴

兆
雲
神
社
拝
殿
の
人
丼
に
描
か
れ
た
め
で
た
い
昨
雄
の
升
頂
鶴

の
出
は
、
非
鶴
の
地
名
に
因
ん
で
、
木
原
　
佑
出
伯
に
よ
り
描

か
れ
た
も
の
で
す
。

お
客
銭
を
あ
げ
て
参
拝
さ
れ
ま
す
と
鶴
の
声
が
き
こ
え
ま
す
。

そ
の
一
声
に
託
し
て
あ
な
た
の
幸
運
が
開
け
ま
す
よ
う
に
。

母
二
仁
島
守
太
兵
街
友
信
像

黒
口
二
十
二
旗
の
一
人
、
智
男
兼
備
の
式
着
で
主
君
長
政
グ
の

命
を
え
け
て
福
島
正
刺
グ
に
使
い
し
た
と
き
、
禁
酒
の
太
兵
衛

が
、
な
み
な
み
と
注
が
れ
た
人
杯
の
洒
を
自
若
と
し
て
飲
み

千
し
、
太
閤
秀
吉
よ
り
拝
領
の
福
島
家
、
家
宝

「名
槍
日
本
号
」

を
持
ち
帰

っ
た
話
は
有
名
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
像
の
下
部
に
は
全
国
で
礼
し
ま
れ
て
い
る

「黒
曰
″ピ

の
歌
詞
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

母
里
家
二
十

一
代
ダ発
道
氏
外
存
恙
が
主
君
長
政
グ
の

有
名
な
水
牛
の
た
と
光
雲
神
社
の
社
頭
を
固
め
る

守
護
像
と
し
て
本
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〒
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所
在
地
　
）褐
国
市
ヤ
央
区
西
ダ
園
丁
二ふ

一
号

荼
　
沖

黒
口
勘
解
詢
次
官
孝
高

（法
名

籠
兆
院
晨
）

筑
前
年
黒
口
長
跛
　
　
（法
名
　
興
雲
院
殿
）

例
祭
口
　
・各
？
人
祭
　
四
月
二
十
日

秋
李
人
祭
　
十
月
四
口

摂
　
社
　
堅
盤
神
社

（黒
口
童
隆
ダ
、
職
隆
ダ
、
恙
え
ダ
、

を
れ
る
）

本
　
社

荒
津
神
社

（神
式
天
皇
、
人
物
主
沖
、
金
見
羅
神
を
れ
る
）

本
　
社
　
日
吉
神
社

（人
已
す
今
、
国
常
立
尊
、
工
哉
‘
勝
革
、

国
狭
桂
尊
、
伊
井
冊
尊
、
瑣
々
杵
尊
、
性
根
尊
を
れ
る
）

兆
雲
神
社
の
創
難

　

孝
高
、
長
攻
両
グ
の
法
名
か
ら
一
字
づ
つ

採
り
兆
雲
神
社
と
名
付
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
六
代
落
主
黒
口
嗣
高
グ
の
代
に
現
在
の
得
岡
市
非
鶴
城
内
に
創
定
。

明
治
四
年
廃
悪
五
県
の
際
、
黒
口
家
が
東
京
に
移
転
さ
れ
る
に
及
ん

で
な
恙
等
が
第
十

一
代
落
主
長
浮
グ
に
懇
願
し
、
明
治
４
年
八
月
旧

社
地
の
小
島
吉
祥
院
跡
に
城
西
本
九
人
主
台
下
の
洞
堂
よ
り
本
遂
、

明
治
八
年
に
は
県
社
に
昇
格
。

明
治
四
十
年
四
月

一
口
西
グ
園
に
新
社
殿
落
茂
し
、
移
転
送
座
。

昭
わ
二
十
年
六
月
十
九
回
戦
え
を
受
け
、
昭
和
四
十

一
年
十
月
二
十

日
復
え
、
昭
和
四
十
一
年
二
月

一
日
別
表
か
烈

黒
口
■
水
、
長
政
　
蒟
公
を
ま
つ
る
兆
奮
神
社

マヽ
星
足
洋
山
頂
兆
雲
神
社
に
未
れ
す
る
滲
租

一́グ
が
、
慶
長
二
年

筑
前
国
主
と
し
て
移
封
さ
れ
る
や
、
当
時
の
警
固
村
に
丼
鶴
城
を

集
き
、
人
濠
を
堀
り
、　
郡
珂
川
を
境
と
し
て
福
岡
と
博
多
の
町
づ
く

り
を
行
い
、
徳
川
政
治
二
百
年
の
あ
い
だ
、
民
意
を
尊
び
、
産
業
を

奨
励
し
、
今
日
の
福
岡
市
典
隆
の
い
し
ず
え
を
な
し
た
こ
と
は
、
全

く
黒
口
家
澪
租
二
代
の
範
劃
に
お
う
と
こ
ろ
実
に
多
人
な
る
も
の
が

あ
り
、
福
岡
の
名
称
は
蒟
ダ
が
名
付
け
礼
で
あ
る
こ
と
も
周
知
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

明
治
四
十
年
に
え
雲
神
社
が
、

」ヽヽ
」舌
ダ
園
に
移
転
遷
座
以
来
、
福

岡
市
民
は
両
グ
の
功
績
を
健
び
、
郷
上
の
祖
神
と
し
て
崇
め
親
し
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

黒
口
両
公
の
福
岡
入
国

慶
長
二
年
黒
口
長
政
は
、
九
前
二
十
二
万
三
十
石
の
太
守
と
し
て

名
島
城
へ
入
国
し
た
。
関
ヶ
原
の
役
に
父
、
姉
水
と
共
に
徳
川
軍
に

味
方
し
て
軍
功
日
党
し
く
、
外
檬
大
名
と
し
て
は
破
格
の
思
覚
で
し

た
。
人
下
分
け
日
の
戦
い
が
終
わ
り
、
敗
れ
た
石
ロ
ニ
茂
が
家
康
の

陣
中
に
引
き
出
さ
れ
た
時
、
長
政
ひ
と
り
が

「治
部
殿
、
勝
負

は
式
士
の
つ
ね
、
お
気
の
事
に
存
す
る
」
と
縄
日
の
上
に
な
を

か
け
て
い
た
わ
る
。
こ
の
時
、
二
茂
が
長
政
の
手
に
口
を
寄
せ

「長
政
殿
、
こ
の
た
び
の
働
き
、
あ
っ
ば
れ
。
思
賞
の
あ
か
つ

き
は
筑
前
を
所
室
さ
れ
よ
。
筑
前

一
国
を
治
め
ら
れ
れ
ば
全
国

を
え
配
で
き
ま
し
ょ
う
ぞ
。」
と
教
え
る
。

二
茂
こ
そ
は
か
っ
て
太
閤
秀
吉
の

「町
割
り
」
の
時
の
工
事
本

行
そ
の
人
、
こ
の
地
の
重
要
性
を
筆
よ
り
も
熟
分
し
て
い
た
と

な
説
は
こ
の
間
の
事
情
を
興
木
深
く
伝
え
て
い
ま
す
。

福
岡
集
誡

そ
れ
ま
で
小
旱
川
隆
子
の
居
城
だ
っ
た
名
島
は
、
乱
せ
に
は
と

も
か
く
太
子
の
政
治
に
と
っ
て
来
た
偏
し
す
ぎ
て
い
る
と
み
た

長
政
は
、
翌
慶
長
六
年
新
し
く
纂
城
を
お
も
い
た
つ
。
自
ら

住
吉
、
箱
崎
、
荒
′
を
祝
察
し
た
後
、
那
珂
郡
警
固
村
の
稲
崎
に

自
調
の
矢
を
立
て
工
事
は
こ
の
年
に
着
工
す
る
。

城
郭
は
、
東
は
那
珂
川
、
脅
は
金
属
川
を
境
に
北
は
海
、
舌
の

入
江
を
大
き
な
瀑
と
し
た
。
今
の
人
濠
ダ
園
に
あ
た
る
。

本
え
は
、
上
日
の
国
主
病
院
付
近
、
千
和
台
球
場

一
帯
に
は
家
た
、

烏
口
り
役
な
ど
重
臣
屋
敷
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
翌
七
年
宛
戌
じ

た
そ
れ
は
人
守
閣
も
無
く
城
と
い
つ
よ
り
城
主
を
来
り
き
く
査
臣

ク
ラ
ス
の
団
地
と
嗜
ぶ
に
相
痣
し
か
っ
た
が
、
そ
の
人
衣
黒
縫
ぶ

り
に
婦
水
、
長
政
父
子
の
わ
戦
両
用
の
炒
針
が
根
め
ら
れ
、
集
城

の
名
人
、
か
藤
清
工
も
そ
の
経
綸
の
秀
抜
さ
に
そ
を
き
い
て
感
歎

し
た
と
い
い
ま
す
。

美
帰
の
涸
察

「壮
屁
」
よ
り
も

「堅
固
」
を
む
ね
と
し
て
周
囲
の
石
垣
積
み
も

わ
ず
か
に
几
付
二
門

（北
側
の
上
の
格
、
下
の
橋
、
占
側
の
追
い

口
し
閂
）
の
両
袖
だ
け
を
低
い
上
塁
で
つ
な
い
だ
城
ぉ　
一
几
無

防
備
に
几
え
な
が
ら
い
っ
た
ん
関
戦
に
備
え
る
周
到
な
用
意
に

次
の
例
が
あ
り
ま
す
。

今
も
大
名
町
舌
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
前
近
く
に
几
ら
れ
る
た
カ
ー

プ
が
集
城
法
に
い
う
四
折
枡
形

（よ
つ
お
り
ま
す
が
た
）
町
割
り

の
仕
掛
け
。
四
つ
角
を
わ
ざ
と
ギ
ク
シ
ャ
ク
合
い
逹
わ
せ
、
い
ざ

戦
争
の
と
き
ヤ
ヽ
点
の
道
路
の
一
方
を
魚
乏
の
家
な
ど
で
塞
い
で

し
よ
う
。
突
進
し
て
き
た
不
案
内
の
敲
軍
は
そ
の
ま
ま
別
の
こ
に

そ
れ
、
城
下
町
に
入
れ
な
い
ト
リ
ッ
ク
。

ま
た
、
海
に
喬
し
た
キ
院
十
二
は
、
い
つ
で
も
兵
靖
基
地
に
な
っ

た
し
老
司
の
堰
を
切
っ
て
落
と
せ
ば
仏
地
部
は
水
び
た
し
に
な
っ

て
新
入
路
を
阻
む
こ
と
に
な
る
。

巻
洋
と
し
て
八
ガ
く
ず
れ
に
几
え
な
が
ら
、
そ
の
実
、
わ
戦
い
ず

れ
に
も
備
え
た
福
岡
城
の
準
姿
は
、
ま
さ
に
時
代
の
連
勢
を
洞

察
し
た
美
矩
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

兆

雲

神

社

御

繰

起

阿
津
姫


